
選択生１9名
～ローカルからグローバルへ～

学校・地域に貢献しよう

地域の良さを発見しよう

自然との共生

農薬の使用やコンクリートの整備が、

めだか等、生き物が少なくなっていく

原因でもある。人と自然との共生は難

しいと思う。

ザリガニやスクミリンゴガイ、体長３０㎝ほ

どもあるアカミミガメなど、外来種も多く見

つかりました。生態系についても考える機

会になった。

生活排水の混じる小川で、生活排水がどれくらい生き物

に影響しているかについても考える機会になった。

和歌山県環境アドバイザー

松下 太先生に指導して頂きました。

あめんぼうやえびなどの在来種が住ん

でいることから、学校周辺は、良い自然

環境の状態であることがわかった。


